
は  じ  め  に  

 

 新 図 書 館 が 開 館 し 、 初 め て の 年 報 『 草 蛍 』 第 4 0 号 を 発 行 す る こ と が

で き ま し た 。 平 成 3 0 年 度 の 図 書 館 活 動 と 蔵 書 状 況 お よ び 利 用 状 況 を

掲 載 し 、 令 和 元 年 度 の 図 書 館 運 営 方 針 と 活 動 計 画 を 揚 げ て い ま す 。  

昨 年 度 は ８ 月 ６ 日 ま で は 仮 設 図 書 館 で 運 営 、そ の 後 約 ３ か 月 間 休 館

し 、 引 越 作 業 、 コ ン ピ ュ ー タ 入 替 え 、 書 架 整 理 等 、 開 館 準 備 を 行 い ま

し た 。   

そ し て い よ い よ 1 1 月 １ 日 新 図 書 館 開 館 を 迎 え る こ と が で き ま し た 。

オ ー プ ン を 心 待 ち に し て く だ さ っ て い た 多 く の 市 民 が 来 館 さ れ 、活 気

あ ふ れ る 開 館 初 日 と な り ま し た 。  

1 1 月 か ら ３ 月 末 ま で の ５ か 月 間 で 2 2 万 人 以 上 の 方 が 来 館 さ れ 、 約

4 1 万 ６ 千 冊 の 本 が 貸 し 出 さ れ ま し た 。ま た 、こ の 間（ 平 成 3 0 年 1 1 月

１ 日 か ら 平 成 3 1 年 ３ 月 3 1 日 ）の 新 規 登 録 者 が 6 , 3 2 0 人 と な っ て お り 、

前 年 同 時 期 と 比 べ る と 1 0 . 4 倍 と な り 、 今 ま で 図 書 館 を 利 用 さ れ て い

な か っ た 多 く の 方 に ご 利 用 い た だ い て お り ま す 。  

ガ ラ ス 窓 か ら は 、 木 々 の 鮮 や か な 緑 が 一 面 に 広 が り 、 ま る で 森 に い

る よ う で す 。 そ の よ う な 心 地 よ い 空 間 の 中 、 絵 本 を 楽 し む 親 子 連 れ 、

ゆ っ く り と 読 書 を 楽 し む 方 、学 習 コ ー ナ ー で 勉 強 や 調 べ 物 に 勤 し む 中

高 生 や 社 会 人 、そ れ ぞ れ の ス タ イ ル で 図 書 館 を ご 利 用 い た だ い て い ま

す 。  

ま た 、 多 目 的 室 や ス タ ジ オ 、 ギ ャ ラ リ ー 等 の 利 用 も 多 く 、 コ ン サ ー

ト や 講 演 会 、 楽 器 の 練 習 、 芸 術 作 品 の 展 示 等 、 様 々 な 市 民 活 動 で 賑 わ

っ て い ま す 。  

今 後 も 多 く の 市 民 に 利 用 さ れ 、愛 さ れ る 図 書 館 と な る よ う 努 め て ま

い り ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

令 和 元 年 ８ 月                 

守 山 市 立 図 書 館 長  

松 本  孝 子  



 

 

 

「草蛍」の由来 

 

守山は、古来から水清く、緑茂く、豊かな自然の中でゲンジボ 

タル発祥の地となった。“のどかな田園都市づくり”をめざす守山 

文化の泉たる図書館の年報を草蛍と名付けた所以である。 

（第１号 発刊のことばより） 

図書館外観 
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Ⅰ 令和元年度運営方針および活動計画 

 

＜令和元年度守山市立図書館運営方針＞ 

１ 図書館の役割 

図書館は市民の「知る権利」を保障し、生涯にわたり学びを支えることで人々が豊かに

幸せに暮らせるようになることを目的として設置されています。少子高齢化･高度情報化･

国際化が進展する社会情勢のなかで、情報センターとして多種多様な資料を提供すること

で自ら考え判断し行動する市民を育てること、生涯学習施設として学び続けながら生きが

いを持って自己実現ができることを促進することを使命としています。これらの役割を果

たし将来に渡って市民に豊かな読書環境、文化環境を提供するために、平成２７年３月に

策定された『守山市立図書館整備基本計画書』を基本に新図書館の運営方針を定めます。 

 

２ 運営方針   

「本と人が出会い、人と人がつながる知の広場」をめざして運営をしていきます。 

図書館は市民と本との出会いを生み出す場となり、本をとおして人と人がつながる場と

なります。市民が求める情報を的確に提供し、また来館した人が読みたくなるような本に

出会うことができるように、多種多様な資料を集め、知的好奇心を刺激するようなコーナ

ーを作り、本を見せる工夫をしていきます。 

また、同じ課題を持っている人達がつながり発展していく機会を作るためにいろいろな

働きかけをしていきます。そうして市民が集い、高めあい、つながる知の広場（図書館）

をめざします。 

新図書館は「本の森」をイメージして作られています。知の宝庫である本に囲まれた空

間で、新しい発見に心をときめかせたり、古の文化を知ることで現在の自分を再認識する

ことができるような本との出会いがあり、子どもたちには学校、家庭以外にも安らぎを感

じられる居場所として、本の森を冒険し心豊かに成長してもらえるようにしていきます。 

 

３ 運営方針を実現するための３つの柱  

(1) 本と出会い、心豊かに過ごせる図書館 

子どもからお年寄りまでが自分の読みたい本と出会い、ゆったりと本が読めるように環

境を整備していくとともに、司書がカウンターからフロアーに出て本の案内人となります。

なお、求める本（資料）を必ず届けることができるように自館にない本（資料）は他の図

書館および関係機関と連携し提供します。 

(2) 多くの人が集い地域の活力となる図書館 

市民の学習意欲を喚起し講座、講演会、演奏会、展覧会、読書会、研究会など様々な文

化芸術活動が市民によってさかんに展開されるように、図書館利用団体、ボランティア団
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体などと連携し、多くの市民の方が利用される施設をめざします。 

(3) 人と人がつながる図書館 

職員が地域に出向き関係機関と連携することで、人と人とをつなぎ、課題解決や情報交

換ができるような働きかけをしていきます。 

なお、児童サービスに力を入れ、子どもたちの言葉を育て、コミュニケーション能力を

高め、想像力を養うために小さな頃から親子で絵本とふれあい、発達段階に応じた絵本を

読み聞かせてもらえる環境を作り、また、生きる力を育てるために、小・中学生の頃から

読書の習慣を身に着けてもらえるように学校と連携して事業を実施します。  

 

４ 活動計画（令和元年度） 

(1) 本と出会い、心豊かに過ごせる図書館 

① 多種多様で豊富な資料の提供【充】 

・新刊書を中心に、利用者のニーズ、時事的動向、社会状況等を考慮し、一般書・児

童書を幅広く購入する 

 蔵書数目標 38 万冊（令和 10 年度）  

平成 31 年度３月末 図書資料約 34 万冊、CD 1,370 タイトル、DVD 302 タイトル  

 ・新刊本・購入本の迅速な提供 

 ・寄贈本の受付整理 

    ・書架整理の時間を意識してつくり、少しの時間でも書架整理を行う 

 ・書庫から開架、開架から書庫への見極めを行い、魅力ある書架を構築する 

 ・わかりやすい書架づくり（サイン、館内案内図、見出し等の充実） 

・除籍基準により、毀損本、不必要な複本、情報が古い資料の除籍 

  リユースコーナーによる除籍本の活用 

② 最新の情報が得られる雑誌の充実（雑誌スポンサー制度の促進） 

目標：280 タイトル  

(平成 31 年度３月末 270 タイトル（内寄贈 44・スポンサー制度 10） 

  ③ 居心地よい読書・閲覧スペースと各種コーナーづくり 

・居心地よい読書・閲覧席の整備（絵本・児童書・一般書・雑誌新聞・地域資料など

各コーナー毎にその場で閲覧できる座席の確保・一般読書・閲覧用の座席の確保、

利用者へのマナー啓発、サインの拡充、椅子の配置検討等） 

 

・インターネットの利用可能な席および持ち込みパソコンの利用可能な席を活用した

幅広い学習の促進 

・学習コーナーの利用の促進 

ティーンズ用と社会人用に区別し、各年代における利便性の向上を図る 
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   中学校、高校の授業内容に沿ったもの、レポートや卒論、資格取得等、様々な学習

に繋がる資料を収集し、学習コーナーの利用だけではなく書架にも意識が向けられ

るようにする。 

④ 本との出会いをつくる各種コーナーの充実 

   ・各コーナーにおけるミニ特集、展示、おすすめ新刊本の紹介等の充実 

○子育て支援コーナー○健康医療情報コーナー○起業就労支援コーナー○ティーン

ズコーナー○くらしのコーナー○郷土の人物コーナー○守山情報コーナー○芸術コ

ーナー 

  ⑤ レファレンスサービス 

本の案内や軽易な読書相談、身近な疑問に答えるための資料提供をはじめ、より    

   深い調査研究の援助等、市民の知の拠点としての役割を果たすためにレファレンス機

能を充実する。そのためには、レファレンスサービス、書架案内等に十分に取り組む

ことができるカウンター体制（応援、補充、雰囲気）や、フロアワーク体制の充実が

不可欠である。 

・予約、リクエスト、蔵書構築 

利用者からのリクエストについては購入し自館の蔵書とするもの（他の利用者への

需要が見込めるものや所蔵しておくべき内容的のもの）と、県立図書館などから借

用するもの（高度な専門書や一過性のもの等）を選別し提供する。リクエストを通

して利用者の読書要求に応えるとともに、豊かで魅力ある蔵書を構築する。 

・国立国会図書館のデジタル化資料送信サービスの活用等、デジタル資料を提供する

ことで最新の専門的情報が手軽に入手できるようにする。 

⑥ 図書館利用に障害のある方たちへのサービス 

・視覚障害者へのデイジー等郵送サービス、サピエ図書館の利用促進 

・公開朗読会の充実 

・高齢者、障害者への図書宅配サービス（検討） 

・守山在住の外国人の方へのサービス（利用案内の作成、原語本の収集） 

⑦ 図書館利用に不便な地域にお住いの方へのサービス 

 ・速野会館および中洲会館での予約本の受け渡し等 

 ・公共施設を活用した北部地域への図書館機能整備（検討） 

・中洲小学校での貸出の実施 

・駅前総合案内所での予約本の受け渡し 

・民間施設を借用した図書館機能整備（検討） 

(2) 多くの人が集い地域の活力となる図書館 

① 青少年が集う場づくり 

利用の少ない青少年が集うようにティーンズコーナーの企画に参画を促し、本をと
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おしてつながりあう場づくりを進める。また、つながる森の活用を促し、文化芸術活

動を展開するような働きかけをしていく。 

・中高生図書館サポート隊によるビブリオバトルの実施（検討） 

② 文化・芸術・市民活動の促進 

・つながる森（多目的室、活動室、スタジオ）および木もれび広場（展示ギャラリー、

カフェ）を活用し、市民自らが企画し、講演会、講座、コンサート、演劇、朗読会、

セミナー、展覧会などが盛んに開催され、市民の文化度が向上し、地域の活性化に

つながることをめざす。 

・イベントカレンダー（つながる森、木もれび広場で開催される一般参加可能な行事

の紹介）作成 

③ 地域情報の収集と発信 

・守山市の情報（催事、講演会、観光情報他）は庁内関係部署および関係機関と連携

し積極的に収集・整理し提供する。 

・守山市情報の新聞記事を切り抜き掲示し保存する。 

  ・滋賀県内の郷土関係出版情報の新聞記事を地域資料の収集に役立てる。 

・カウンター前の書架を有効活用し、職員や利用者おすすめの本、時事的な本の紹介

をしたり、グループの活動を紹介する。 

   ・起業就労支援コーナーと連携し地元企業の情報を提供する。     

・佐川美術館と連携し関連資料を展示する。 

・守山らしい地域の特性を活かした講座等の開催（検討） 

 (3) 人と人がつながる図書館 

① 児童サービスの充実 

・館内でのお話会および子ども向け行事の充実 

・お話ボランティアの養成と資質向上を目指す講座等の開催 

・地域こども文庫への支援（本の選書、配本・集本、おはなし会） 

・小学３年生を中心とした出前ブックトークの実施  

・おすすめ本リストの配布 

 「図書館だより」（一般書新刊案内、各コーナーからのお知らせ、行事案内等） 

 「ほたるぶくろ」（児童書新刊案内、行事案内等） 

・市内各園および家庭的保育室、事業所内保育室への絵本セットの貸出「としょかん

わくわくボックス」の実施 

  ② 学校図書館との連携【拡】 

    令和元年度から学校司書を図書館で任用、学校図書館との連携に力を入れ、学校図

書館の活性化に取り組む。 

   ・学校図書館への支援 
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   ・調べもの学習などでの団体貸出の実施 

・学校図書館支援出前講座の実施 

   ・学校司書相談支援 

   ・中高生の職業体験の受入 

   ・図書館見学（全小学校３年生）の推進 

③ 子育て支援サービス 

・親子ほっとステーション、子育てサロンなどへの出前おはなし会の実施 

・館内での乳幼児向けわらべうたとおはなし会の実施 

・乳幼児健診などでの絵本のリストの配布（検討） 

④ 健康医療情報サービス【拡】 

・滋賀県立総合病院がん相談支援センターとの連携（図書館での出張がん相談、患者

サロン、講座（がん教室「まなびや」＠守山市立図書館）の開催） 

・滋賀県立小児保健医療センターでのおはなし会 

・月１回滋賀県立総合病院への移動図書館の実施（新） 

⑤ 起業就労支援サービス 

・図書館内カフェとの連携事業の促進 

・木もれび広場での起業・就労支援関係事業の促進 

⑥ 図書館サポート隊（ボランティア）の活動支援 

読み聞かせ、「としょかんかざり隊」（館内環境づくり）「本おなおし隊」（本の修理）、

館内外の美化活動、講座の補助（受付、会場案内、駐車場・駐輪場整理）など図書館

の活動をサポートしていただける個人および団体を登録制とし、市民みんなの図書館

という意識を高め図書館を協働で育てていく。読み聞かせ、本の修理などのボランテ

ィアは講座を受講したうえで活動していただく。 

・館内での「としょかんかざり隊」「本おなおし隊」の実施 

・市内お話ボランティアの交流と活動支援 

   ・朗読ボランティアと協働の朗読会の開催 

   ・図書館サポート隊説明会の実施（新） 

   ・年１回としょかんまつりの開催（新） 

⑦ 図書館と他団体との協働事業の開催【拡】 

    定例行事を見直し図書館との共催事業を促進しより多くの市民の参加を促す。 

   ・文学歴史講座、児童図書研究講座の実施 

   ・他団体等と協働した新しい講座の企画開催 

  ⑧ 他機関との連携 

  ・庁内関係課のイベントとの連携（関連図書の展示など） 

  ・図書館内カフェとの連携事業の開催（サロン、セミナー、講演会、サイン会他） 
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・滋賀県立総合病院との連携（健康医療情報コーナーと関連） 

・商工観光課、商工会議所との連携（起業就労支援コーナーと関連、つながる森、木

もれび広場の活用） 

(4)  利用対象者の拡大【拡】 

   ・市内公立病院（滋賀県立総合病院・済生会守山市民病院・滋賀県立小児保健医療セ

ンター）への通院患者、入院患者の方も対象とする。（ただし年度ごとの更新とする） 

   ・ふるさと納税制度により守山市に寄附された方に、貸出カードと読書通帳を発行す

る。これにより全国どこの自治体にお住まいの方でも守山市立図書館で本の貸出が

可能になるとともに、寄付金は図書の購入に充て蔵書の充実を図る。（ただし、貸出

カードの有効期限は寄付日より 1 年とする）（新） 

   ・広報活動を充実させ、図書館に行ってみたい、つながる森や木もれび広場を利用し

たいと思ってもらえるようにする。 

    ホームページ、広報もりやま、有線放送、各種プレス、醴が池、デジタルサイネー

ジ等を積極的に活用する。 

(5)  職員の資質向上 

・利用者が居心地の良い図書館を実感できるような接遇をこころがける 

・社会情勢、出版動向に注意し新聞雑誌の書評等をチェックし選書能力を高める。 

・カウンターや書架、予約、リクエスト等、常に利用動向を意識し選書をする。 

・各学区の地域課題の発掘のため情報収集に心がける。 

・本と人をつなぐ業務としてのブックトーク、素話、読み聞かせなどの技術更新のた

めに自己研鑽に努める。 

・県内外の研修に積極的に参加する。 

   ・館内研修（レファレンス、児童サービス、クレーム対応、危機管理等）を定例化し

充実する。 

  ・図書館に対するご意見（アンケート箱やメール、カウンター、フロア、電話）を   

   職員全体で共有し、対応策、改善策等を協議し、より良い図書館としていく。 

(6) 図書館協議会の開催 

 )図書館の運営に関し、館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき

館長に意見を述べる協議会を設置し、年３回程度の開催とする。様々な課題等に対し熟

議を行い、図書館運営に反映させていく。 

(7) その他 

  ① 広報活動 

・ホームページによる図書館情報の随時更新（統計情報も掲載）  

・毎月の広報もりやまへの行事案内および本の紹介 

・有線放送への情報提供 
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・毎月の図書館カレンダーの作成 

・「ほたるぶくろ」（ブックリスト）を作成し各園、小学校に配布する 

・年１回「醴が池」を作成し全戸回覧を実施 

・年報「草蛍」（事業報告書）を作成し関係機関へ配布 

・デジタルサイネージへの起業就労支援情報をはじめとする各コーナー案内、イベン

ト情報、新着図書紹介などの掲載【新】 

  ・図書館に対するご意見の受付（アンケート箱の設置） 

   ・県内外からの視察を受け入れ 

   ・利用登録の促進 

  ・守山市に転居してきた方への利用者登録の案内。 

     ・図書館見学時には事前に貸出カードを作成する 

 

 ② 新図書館の概要 

１ 位 置 守山市守山五丁目３番 17 号 

２ 規 模 鉄骨造 地上２階 

      建築面積 3,028.97 ㎡ 延床面積 4,168.85 ㎡ 

       閲覧席 約 310 席  駐車場台数 125 台 

３ 施設内区域 

【本の森】 

１階 絵本、おはなしのいえ、児童書、新聞・雑誌、ＡＶ資料、地域資料、くらしの

コーナー、子育て支援コーナー、郷土の人物コーナー、守山情報コーナー、美術全

集・写真集、読書テラス、キッズテラス、閉架書庫、事務室、集会室１・２ 

２階 一般書、ティーンズコーナー、健康医療情報コーナー、 

起業就労支援コーナー、学習コーナー１・２ 

 

【つながる森】 

 多目的室、活動室、スタジオ 

【木もれび広場】 

 木もれびギャラリー、ナレッジフォレスト、カフェ 約 28 席 

 

③ 職員体制（平成 31 年４月１日現在） 

正規職員（司書）８名、嘱託職員（司書）９名、業務臨時職員（司書）２名 

  臨時職員 ２名、臨時職員（回収）２名、（返本）８名
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Ⅱ 平成 30年度活動報告および利用状況 

 活動報告 

１ 仮設図書館の運営 

(1) 利用状況 

平成 28年 11月より平成 30年８月６日まで仮設図書館（吉身二丁目５番９号）として

運営した。 

平成 29年度 貸出冊数 548,081冊、平成 30年４月-８月 貸出冊数 235,529冊 

(2) 蔵書状況  

 仮設図書館開架数  約８４，０００冊 （旧図書館開架数  約１７０，０００冊） 

 仮設図書館書庫（市施設利用）約５６，０００冊  

 倉庫等     約１８６，０００冊 

２ 新図書館の開館・運営 

８月７日から 10月 31日までの休館（引越しとシステム入替え）を経て、平成 30年 11

月より新図書館（守山五丁目３番 17号）にて開館時間・休館日を変更し、運営を開始し

た。 

開館時間は、日から金までは午前 10時から午後７時まで、土曜は午後８時までとなっ

た。休館日は月曜に変更し、祝日は開館する体制をとった。また開館記念として以下の

行事を行った。 

 (1) 開館記念式典の開催 

   ・日時 平成 30年 11月１日（木）午前９時 20分から 

 (2) 開館記念講演会の開催 

   ・日時 平成 30年 11月１日（木）午前 10時 30分から 

   ・講師 隈研吾さん  ・演題 「場所の力」 

 (3) 開館記念コンサートの開催 

   ・日時 平成 30年 11月１日（木）午前 11時 20分から 

   ・演奏者  濱本百合さん ／ピアノ 

         津田菜々瀬さん／ソプラノ（青い鳥音楽学園） 

         円城実乃里さん／ピアノ （青い鳥音楽学園） 

 (4) 記念講演の開催 

   ・日時 平成 30年 12月 15日（土）午後２時 30分から 

   ・講師 朝井リョウさん 

   ・演題 「図書館ラジオ 質問に答えます！！」 

 (5) 利用状況 

    11月の貸出冊数は 92,668冊、登録者は 2,587人だった。登録者数は年間登録者を

１か月で達成するほどの盛況で市外の登録が目立った。一日当たりの貸出冊数は 3,861

冊で４月-8月の平均 2,355冊より 1.6倍の利用だった。 
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 (6) 蔵書状況 （平成 31年３月末） 

蔵書数     約 342,755冊  うち開架 約 190,523冊 

うち児童   約 92,512冊 

ＣＤタイトル数 1,711点     

ＤＶＤタイトル数  302点 

   雑誌タイトル数 264タイトル 新聞 19誌 

  うち寄贈 44誌 スポンサー10誌 

(7) 読書通帳の導入 

読書通帳機を滋賀銀行より寄贈いただき、読書通帳 2,000 部を滋賀中央信用金庫から

寄贈いただいた。 

子ども読書活動の推進と新図書館の PRのため、９月末より市内の市立小中学校に出向

き配布した。開館後の運用 希望者に配布（市内在住中学生以下無料、他実費 320 円徴

収） 

11月から３月の配布実績 2,900冊 

 (8) 貸館の実施 

   つながる森・本の森内施設ならびに木もれび広場内ギャラリーの貸館を実施 

   スタジオ・ギャラリーの利用が多く、様々な楽器の練習や絵画・折り紙の展示等幅広

い活動に利用されている。 

 ・11月－３月までの平均稼働率 43.5％  利用件数   652件 

               のべ利用人数  12,345人 

 (9) 職員体制 

   平成 30年８月、正規職員（司書）２名採用 

   平成 31年３月末 

正規職員（司書）９名、嘱託職員（司書）７名、業務臨時職員（司書）２名 

   臨時職員（回収）２名、（返本）８名 

 

３ 各種講座の開催  

 (1) 文学歴史講座 

読書活動の推進のため、市内読書グループ連絡協議会（５グループ 会員 27 名）との

共催により講座を催す。 

・開館記念文学・歴史講座 

「守山の詩人 大野新の詩と人生」 

平成 31年３月 15日（金）午後２時から  

講師 苗村 吉昭さん 場所 図書館多目的室 

 

  

 

  

市内読書グループ活動支援 

・代表者会の開催   ５月 18日（金） 

守山市読書連絡協議会役員の選出 

会長 浅田紀代子氏  副会長 登 陽子氏  会計 中西 和子氏 
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 (2) 児童図書研究講座       

年度で計画した講座を通して、子どもの読書に関わる文化的環境を豊かにする目的

で行う。 

   ・児童図書研究講座 

    「黒井健さんとお絵かきワークショップ」 

   平成 31年３月 10日（日） 

午後１時 30分から３時 30分まで 

    講師 黒井 健さん 場所 多目的室 

   ・特別講演「イギリスの絵本のたのしみ」 

平成 30年７月 20日（金） 

午後１時 30分から３時 30分まで 

講師 福本 由紀子さん 場所 吉身会館 

(3) ボランティア養成講座 

読み聞かせや子どもの読書活動に関わる講座を開催し、ボランティアの養成を行う。

多くの市民が積極的に子どもの読書普及に関われるよう機会を設ける。 

「おはなしボランティアになろう」 

平成 31年２月６日（水）、20日（水）、３月６日（水） 午後２時から３時 30分まで 

講師 脇谷 邦子さん 場所 多目的室 

 (4) おはなしボランティアの集い 

   ボランティア養成講座によりあつまったメンバーの交流・育成のために開催。 

 

４ 子どもの読書普及  

(1) 定例おはなし会 

ア 水曜おはなし会（毎週水曜、午後２時から おはなしコーナー） 

４・５歳児を対象、絵本の読み聞かせ、守山児童図書研究会と共同開催。 

11月からは、午後３時から 

イ 滋賀県立小児保健医療センターおはなし会 

（第２・４水曜  午後２時 15分から 現地） 

ウ きせつのおはなし会（毎月第２土曜日 午前 11時から おはなしコーナー） 

７月で終了 

エ おはなし会（毎日 午後３時から おはなしのいえ）＊新図書館新規事業 

  おはなしボランティアによる絵本の読み聞かせ 

(2) 出前おはなし会等 

ア 出前おはなし会（講話含む） 

市内の子育てサロンや地域子ども文庫等でおはなし会を開催。 

イ 市内各園おはなし会 

ウ 出前ブックトーク 

（市内の小中学校に出向いてのブックトーク） 

「黒井健さんとお絵かきワークショップ」 
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 (3) 地域子ども文庫活動支援         開設子ども文庫数  13文庫 

   文庫の依頼に応じ、本の貸出、運搬等の支援 

 (4) その他 

   ・てのひらおはなし会 

    図書館ボランティアに実演の機会を設けるとともに、おはなし会のふれる機会を増

やすことを目的に仮設図書館にて実施した。（４月から７月まで） 

   ・守山市立守山保育園保護者会研修会「絵本はこころのミルク」講話（12/８） 

 

５ 障害者支援事業  

(1) 障害者サービス活動 

  本年５月よりサピエ図書館に加入し、サービスを提供 

 

 

 

 

 

ア 音声ブック（デイジー）の郵送貸出 

[対  象] 寝たきりの方や、障がいのために図書館への来館が困難な市民。 

[貸出資料] 大活字本・点字図書・録音図書・墨字図書・雑誌等。 

   サービス種類 件数 摘要 

オンラインリクエスト 170件 オンラインで所蔵館にリクエストし、当

館に郵送・当館から利用者に郵送貸出 

ダウンロード １件 所蔵館からデータダウンロードし、当館

で CDに記録して利用者へ郵送貸出。 

 

 新規貸出登録者  １人   今年度貸出者 ５人 登録者数 14人 

イ 公開朗読会・対面朗読の実施計画 

 ・公開朗読会 （11月からは図書館内で開催） 

［対象］   一般市民及び市内通勤通学されている人 

［開催日時］ 毎月第４土曜日、午後２時から２時間程度  

・対面朗読  ３件 

［対象］   視覚障害者など図書館利用の困難な人で、市内在住または通勤通学され 

      ている人 

   ［提供方法］ 随時実施 

 

 

 

 

＊サピエ図書館 

著作権法第 37 条第３項に規定する政令で定められた施設・団体のみ加入でき、すべてのデータを

ダウンロードできる。またオンラインリクエストによりネット上で所蔵館に貸出リクエストをする

ことができる。利用対象は館で定めた障害のある方に限定。 
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６ 学校・園との連携  

(1) 図書館見学 

 ・吉身小学校３年         ６/13（水） 

・物部幼稚園５歳児     11/30（月）  

・県立守山養護学校（中学２年生） 12/７（金） 

・中洲小学校２、３年       12/12（水） 

・吉身幼稚園４、５歳児      12/19（木） 

(2) 職場体験学習等の受入 

  ・滋賀県立守山高等学校 １名 11/15（木）約１時間 

(3) 中洲小学校出張貸出 

学校からの依頼により、遠隔地である中洲小学校の子どもたちへ、月に１回図書の出

張貸出を行う。                

(4) おはなし会 学校や園の要望によりおはなし会やブックトークを実施。 

(5) 学校図書館支援出前講座 

市内各小・中学校の学校図書館および読書活動を支援するボランティア等の養成を図

ることで、児童生徒および教師の学校図書館利用を促し、読書活動および学習活動の促

進に資するため、図書館職員が学校図書館に出向きノウハウを伝える。平成 26年度より

実施。 

(6) 学校司書相談支援  

市立４中学校に派遣の学校司書（社会教育課任用）１名の相談・支援 

(7) としょかんわくわくボックス 

園児の読書活動推進の一助とするため、従来の団体貸出に加えてセット絵本を希望す

る市内全園に貸出すもので、平成 25 年７月より市内各園へ絵本・紙芝居を 30 冊１箱に

入れ（22セット用意）、配本。（４週間に一回配送） 

 

平成 27年度より、希望する家庭的保育室へ、拠点園を通じて配本。 

 園名（家庭的保育室名） 

金曜日① 中洲こども園（かりん）・ひなぎくこども園（はぐＨＵＧ） 

月曜日① 物部幼稚園・古高保育園・速野幼稚園 

水曜日① カナリヤ保育園・守山保育園・守山幼稚園 

金曜日② もりの風こども園（５月より）・小津こども園・玉津こども園（ぽっぽ） 

月曜日② 若鮎保育園・カナリヤ第二保育園 

水曜日② 吉身保育園・吉身幼稚園 

金曜日③ 速野カナリヤこども園・河西幼稚園・はすねだこども園 

月曜日③ 浮気保育園（ふゅーちゃー）・立入が丘幼稚園 

 図書館で受取り（すまいるるーむ） 

 

 

吉身小学校図書館見学（仮設図書館） 
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７ 館内図書展示等  

本の特集 図書館の雰囲気作りと利用者の読書意欲を誘うため、館内において季節・時

節にそった様々な本の特集を行う。 

 

８ 図書館協議会 

図書館の運営に関し、館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき館

長に対して意見を述べる（図書館法第 14条第２項） 

図書館協議会委員（任期：平成 30年４月１日から令和２年３月 31日まで） 

(1) 第１回 ５月 30日（水） 

・役員選任   会長 岸本 岳文  副会長 不破 哲 

・平成 29年度の活動報告および利用状況について 

・平成 30年度運営方針および活動計画について 

・図書館整備について 

(2) 第２回 12月 27日（木） 

・平成30年度上半期の利用状況および活動状況について 

・各コーナーの利用について 

・その他 

(3) 第３回 平成 31年３月 29日（金） 

 ・平成 30年度活動状況および利用状況について 

 ・平成 31年度運営方針（案）について 

 

９ 市民参加活動  

(1) としょかんかざり隊！ 

来館者からボランティアを募り、折り紙等で図書館の飾りを制作。今年度は２回実施。 

(2) 本おなおし隊   図書館大好き委員会を中心に月１回、本等の修理を行う。 

           11月からは図書館サポート隊も参加し行った。 

(3) 図書館サポート隊の登録開始 

７月７日から図書館サポート隊の登録を開始した。 

中でも中高生のサポーターは、ティーンズコーナー 

を作るにあたり開館前に３回集い、作業の手伝いや 

POPの作成などで協力してもらった。また開館後も３ 

回集い、リース作りや飾り付けの作成をした。また朝 

井リョウ氏の講演の際には受付の手伝いを行った。 

  

10 雑誌スポンサー制度の実施  

雑誌コーナーの充実及び図書館における利用サービスの向上を図る目的で行う。 

雑誌に係る費用をスポンサーとなる企業・商店・団体および個人に負担してもらい、雑

誌カバー等にスポンサー広告を記載。６団体、10冊の利用。 

中高生サポーター 活動中 
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11 全域サービス 

(1) 予約受取りサービス 

市民サービスの向上、特に北部利用者の利便性の向上を目的に実施 

平成 26年６月から 速野会館・中洲会館 

平成 27年１月から 駅前総合案内所 

(2) 湖南４市以外への貸出 

平成 31年３月から ふるさと納税の返礼品として貸出カード、読書通帳の発行 

 

12 医療機関との連携 

(1) がん相談支援センター出張相談 

平成 26年 11月より事業開始。毎月第１・３木曜日午前 10時から午後１時まで 

県立成人病センター内のがん相談支援センターの専門スタッフによる個別無料相談 

（１人１時間以内） 図書館で事前予約を受け付ける。（※仮設図書館の間は休止） 

新図書館より毎月第２・４金曜日午後１時から４時まで 活動室にて再開 

平成 31年２月「守山市と滋賀県病院事業庁との連携・協力に関する協定」の締結 

平成 31年３月より移動図書館の開始（月１回病院での出張貸出） 

 

13 リユース図書の実施 

  新図書館ではコーナーを設け 12月８日より開始 

 

14 広報活動 

(1) 市広報「図書館だより」（月１回）「おすすめＢＯＯＫＳ」（7月で休止） 

 (2) 有線放送音声ガイダンス 

   ８月から 10月までの休館中は、職員が本の朗読とお知らせを行った。全 12回 

 (3) 年報『草蛍』第 39号の発行 

 (4) 児童室だより『ほたるぶくろ』（低学年向・高学年向各１種）の発行（月１回）（７月で

休止） 

 (5) 『としょかん通信』の発行（月１回）（７月で休止） 

(6) 「夏休みおすすめＢＯＯＫＳ」（小学校低・中・高学年・中高生向各１種）の発行 

 (7) ホームページ「蔵書検索・お知らせ・催し・カレンダー・施設紹介等」随時更新 

   10月より新パスワード設定のご案内開始、11月より新ホームページ運用開始 

 (8) 新図書館より入り口２ヶ所にデジタルサイネージを設置 

 

15 図書館整備について  

・４月１日  おうみ自治体クラウド協議会に係る６市図書館システム共同調達契約締結 

・６月  「守山市立図書館の設置および管理に関する条例」および「守山市立図書館

の管理および運営に関する規則」の全部改正 

・７月 20日  建築工事完了 
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・８月 10日  建物引き渡し  

・８月から 10月 25日まで 

  外構工事（１期・２期）、 植栽工事  

・８月から 10 月末 引っ越し作業（仮設図書館・公文書館・北中・倉庫から図書・物品の 

搬出、新図書館への搬入、システム変換作業）、コンピューター入れ替 

え作業、自動貸出機導入、書架整理、蔵書点検、コーナーづくり、開館 

準備 

 ・守山市立図書館改築工事 

【建築工事】 

工  期：平成 29年２月 24日～平成 30年７月 20日 

契約金額：1,702,850,040円（うち H28年度 500,000,000円、H29年度 118,819,900円、

H30年度 1,084,030,140円） 

【機械設備工事】 

工  期：平成 29年２月 24日～平成 30年７月 20日 

契約金額：289,832,040円（うち H28年度 115,100,000円、H30年度  174,732,040円） 

【強電設備工事】 

工  期：平成 29年２月 24日～平成 30年７月 20日 

契約金額：171,677,880円（うち H28年度 68,104,800円、H30年度 103,573,080円） 

【弱電設備工事】 

工  期：平成 29年２月 22日～平成 30年７月 20日 

契約金額：69,398,640円（うち H29年度 25,920,000円、H30年度  43,478,640円） 

【施工監理業務】 

工  期：平成 29年３月 21日～平成 30年 11月 13日 

契約金額：47,520,000円（うち H28年度 2,970,000円、H29年度 26,760,000円 

H30年度 17,820,000円） 

【外構１期工事】 

工  期：平成 30年７月 24日～平成 30年９月 14日 

契約金額：32,243,400円 

【外構２期工事】 

工  期：平成 30年６月 27日～平成 30年 10月 25日 

契約金額：22,330,080円 

【植栽工事】 

工  期：平成 30年６月 27日～平成 30年 10月 25日 

契約金額：24,847,560円  

【北側観測井戸設置工事】 

工  期：平成 30年５月 17日～平成 30年５月 31日 

契約金額：756,000円  

【図書館Ｗｉ－Ｆｉ機器設置工事】 
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工  期：平成 30年６月１日～平成 30年 10月 10日 

契約金額：1,175,040円  

・新図書館用備品購入 

 製作家具、机、椅子、新聞棚、ステージ台、楽器、カーテン等 

 購入金額：96,859,699円 

・守山市立図書館建設応援寄付金 

平成 29年６月１日から平成 30年３月 19日まで募集 

事務局 守山市立図書館建設応援寄付実行委員会（図書館内） 

寄付金額：8,500,000円 

ネームプレートおよびタイムカプセルの設置 

 

16 その他 

(1) 職員研修等 

図書館運営のための専門的な知識や手法を学ぶため、研修に参加した。 

期 日 内容等 参加人数 

5/23-25 図書館員専門講座（前期）/滋賀県立図書館 3 

5/23 上記講座の講師 １ 

11/14,22 図書館員専門分野実務研修/滋賀県立図書館 2 

1/17,18 ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修/滋賀県立図書館 １ 

2/21,22 
滋賀県立図書館図書館員専門講座（後期）/東近

江市立埋蔵文化財センター 
１ 

1/30 近畿公共図書館研修集会/京都市 １ 

(2) 寄 贈 

 ・今関信子さん、劉瑛さんより「小犬の裁判はじめます 中国語版」本の贈呈（５/10） 

・滋賀県民共済生活協同組合より児童書 700冊 

・本のがんこ堂より児童書装備のためのフィルム 12本 

・近江守山ライオンズクラブより図書館バック 1,000枚 

・株式会社滋賀銀行より読書通帳機１台 

・滋賀中央信用金庫より読書通帳 2,000部 

 ・石嶋和次さんより昔ばなしをモチーフにした切り絵 

 ・高山市の金森公顕彰会より銅像のレプリカと関連本 約 100冊 

・日進木工株式会社より金森公関連本等を収納する書架を製作し寄贈 

・図書館建設応援寄付実行委員会 8,000,000円 

・岡田治子さんより岩田重義さんの水彩画（守山の風景画）８点 

・有限会社守山新聞センターより７万円分の図書 
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(3)図書館内カフェとの連携 

  ・開館記念式典においてカフェ内で隈研吾氏の特集コーナーの設置 

  ・記念講演（朝井リョウ氏）への協力 

  ・今森光彦「さとやまさん」パネル展/木もれびギャラリー ～12/16まで 

  ・安野光雅氏「旅の絵本」パネル展/図書館児童室 

  ・ヨシタケシンスケ「みえるとかみえないとか」原画展/１階カウンター前 

 (4)視察関係 

８月 27日 中心市街地活性化会議関連見学約 20名（商工観光課） 

８月 29日 女性創業塾図書館見学 

  ８月 31日 門真市 ９名 

  11月 10日 京都橘大学学生 26名 

11月 22日 郷土守山に学ぶ研修講座 50名 

 守山市内園保護者会代表者会 24名 

11月 24日 滋賀県図書館協議会交流会 80名 

11月 22日 草津市見学 

11月 28日 湖東圏域 1市４町の職員および図書館協議会委員 20名 

11月 30日 淡路市立津名図書館 ８名 

11月 30日 あわじ市東浦図書館視察 

 12月１日 図書館を考える大津市民の会 18名 

12月７日 県立守山養護学校図書館見学 

12月 12日 守山市視覚障害者協会図書館見学 

 12月 21日 宇治市図書館を考える会 ６名 

  １月９日  青木県教育長視察 

１月 18日 甲賀市視察 

１月 19日 滋賀県建築事務所協会視察 

１月 28日 児童図書館研究会図書館見学 

１月 29日 国交省・経産省視察 

１月 31日 乙訓郡視察（京都府） 

  ２月 13日 滋賀県南部土木事務所視察 

２月 18日 日本図書館協会滋賀支部図書館見学 

２月 19日 奈良県立図書情報館関係視察 

２月 27日 市内小中学校長研修見学 

３月８日 長浜市建築住宅課見学 ３名 

３月 20日 市民協働課（カウアイ郡）図書館見学 

 (4) 臨時閉館 

台風接近により市民の安全確保のため閉館時間を早めた。 

７月 28日（土）
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守山市立図書館カレンダー　　2018/4～/9 守山市立図書館カレンダー　　2018/10

の日は休館日です の日は休館日です ～2019/3
４月 ５月 10月 11月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 1 2 3
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24
29 30 27 28 29 30 31 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30

６月 ７月 12月 1月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5 6 7 1 1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12
10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19
17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26
24 25 26 27 28 29 30 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31

30 31

８月 ９月 2月 3月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 1 1 2 1 2

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9
12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16
19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23
26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 24 25 26 27 28 29 30

31  

 

 

 

図書館運営の５か条 

 

 私たち守山市立図書館員は、「本の森」として「本と人が出会い、人と人がつ

ながる知の広場」をめざし、次の５つを約束します。 

 

一、常に、笑顔で応対し、居心地の良い図書館となるよう努めます。 

一、常に、研鑽を積み多分野の図書や資料を知り、的確に市民に提供します。 

一、常に、国内外の情勢や地域の課題をふまえて、市民のニーズに合ったサー

ビスを提供します。 

一、子どもたちの豊かな心を育むため図書館を核とし市内全体の読書環境を整

えます。 

一、人と人がつながり、知の循環が生まれ文化環境が醸成されるよう取り組み

ます。 
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『図書館の自由に関する宣言』１９７９年改訂主文 

 

 図書館は基本的人権のひとつとして、知る自由を持つ国民に、資料と施設を

提供することをもっとも重要な任務とする。この任務を果たすため、図書館は

次のことを確認し、実践する。 

① 図書館は、資料収集の自由を有する。 

② 図書館は、資料提供の自由を有する。 

③ 図書館は、利用者の秘密を守る。 

④ 図書館は、すべての検閲に反対する。 

 

 図書館の自由が侵されるとき、われわれは団結してあくまで自由を守る。 

 

日本図書館協会

図書館年報（平成 30年度報告） 

草
そ う

  蛍
け い

    第 40号 

令和元年８月発行 

編集発行  守山市立図書館 

          滋賀県守山市守山五丁目３番 17号 

          TEL ０７７－５８３－１６３９ 

          FAX ０７７－５８３－６９４９ 

          URL http:// moriyama-city-lib.jp 
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